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  第1章 泥 炭 並 に泥 炭地 の定 義
 (1)泥 炭(Torf, Peat)の 定義は未だ一定 して居 らぬがK・von BUIowに 依れば,褐 色の枯
死 した植物罷の堆積層であつて・其れが泥炭化(Vertorfung)と 名づけられる分解にょって分
解せ られつ5あ るものである・H・Puchnerに 依れば泥炭は黄色乃至 は褐 色黒褐色に着色 した
枯死 した植物罵で,室氣の侵入が妨げられた献態に於て徐々に分解が起 りつ 、あるものである.
 泥炭の生成は現に行はれつ 、あるが,第 四紀のみな らす第三紀時代 よりの集積 あり,又 相當
に大 きな部分は中世紀更に潮つて古世紀か らも生産 されて居 た事は疑 も無 い事實 である.
 古い泥炭(古 世紀 よ り第三紀迄 を含む)は種々の影響の許に炭化が起 り其高度に炭化 しナニもの
                   く71)
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は泥淡の範疇に入らな くなるく褐炭 に属する)・
 併 し乍 ら概論すれば泥炭生成は地球の護達 史の最 も新 しい部分に囑 し,主 として沖積贋時代
に存 し一部分は洪積暦時代に存す.
 其の洪積鷹時代の或部分 は土砂 に覆はれて泥炭粘板岩(Schieferkohle, Slate peat)と なつて
出て來 る・叉樺太野頃地方に於ては第三紀層 に介存する泥炭暦 を目撃 した・
 泥炭は化學的に云へば炭素に富んだ叉特異の分解を受け†こ酸性を有する植物艦であ り・地史
的 に云へば最 も新 しい石炭である.泥 炭の字は繹語 として誤解 を生 じ易い.和 繹をい 二時の意
義・よ塊状 を威 さす粉歌叉は泥歌を爲した石炭の意味で之が腐植質土壌 に轄移す るのである・從
つて鑛物質 たる泥土の含有量は一定 しない.鐸 語 としては無煙炭,褐 炭 に謝 して黄炭 と云 ふの
は如何か と思 ふ・要 するに典型的の泥炭は次分の少いものである・
 (2)泥 炭地(Moor, Bo9)は 泥炭に覆はれ†二地であ り,從 つて少 くとも其の表居の土壌の講
成,威 分 は主 として有機物か ら成立って居 るものである・
 泥炭地の定義はWeberの 與へた ものに依れば,
 "泥 炭地は次分 に乏 しい腐植質暦(Humusgesteine)が 地表に大 きな地積に累積 して居 る地で
ある・ そして其の腐植質層 は排水した駄態 で少 くとも20糎 以上の暦厚 を有する地表であ る・而
も其の腐植質暦は鑛物質が鹸 り著 しく認め られす,叉 燭感せ られ戯事を要す・"と述べて居 る・
 其の必要な腐植質居は次の様に して算出す る.上 贋の疎霧 な生育 しつ 、ある植物贋叉は枯死
して年を経ぬ贋は先づ除外 し,其下居の租 緊密な贋 より暦厚を測 る・而 も最下暦は漸次普通の
土壌殊に腐植質土壌 に轄移 して行 くが之は鑛物質成分が40%以 下なる可 しとの制限があ り比
較的定め易い・
 但 し地表が泥炭地植物に覆 はれて居る所をすべて泥炭地 とは云はない,前 記の標準で泥炭居
を測定 して一定の暦厚以上のものを泥炭地 と名づける・其の標準は國に依 り異 り,襖 國では少
くとも50糎 以上†こる可 く,丁 抹では33糎 以上た る可 しと制限がある.故 に樺太に於ても所謂
ツン ドラ地帯 と云 ふの も此の標準 に從ひ,丁抹式に準 じて乾燥層厚20糎 以上 なる可 しと云ふ標
隼 を設けたい と思ふ・
 (3)泥 炭地の種類並びに成因
 泥炭地の分類には種々あ り,又 或揚合は類別に困難を感す るものであるが,比 較的簡箪で一
般的なのは
低撚 地膿 膿1調:灘 器二9。nm。。r)
  高位泥炭地(H・chm・ ・r・)
に大別す る.
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 低位泥炭地 と高位泥炭地は,種 々の貼 より見て特徴づける事が出來る.
 一騰 に泥炭地の生成には,毎 年生産 された植物膿の総量が毎年流失若 くは風化 され る植物罷




 3.水 ・察氣 ・炭酸瓦斯共他窪頂による酸化並に加水分解作 用で あ り,叉 生物學的因子 とし
て,
 4.微 生物,菌 類に依 る分解
である・之を説 明すれば,
 1・氣温並に地温
 氣盗が主要な役割を演ずる事は例外的 に熱帯地方にある小面積の泥炭地 を除 き大部分が北牛
球に於ては北部地方に限 られるに依つて も知 られ る。猫注意す可 きは自然界に於ける風化は,
地球表面並 に韓表面下に起 るもので直接關與するのは地暦の温度である,之 は後章 で述べる様
に土壌の色,含 水量,物 理的性質に依つて異 るものであ るか ら地温の測定は重要である.例 へ
ば敷香地方の測候所 で測 定されテニ夏期の平均氣温 は6月8,9度,7月10,9度,8月14,4度であ
るに封 し,七 月中旬敷香地 方のツン ドラ地帯では氣温20。C位 の時地表 で15CC位10cm下 れ
ば7-8。C 20 cm下 れば3-4。C 30 cm下 れば凍結暦である.故 にツン ドラの風化を考へるには
地温の測定が必要である.両 して同一土壌で も含水量に依 り地温は異 り,日 照時であれば5-
7。C位 高 くなるのを常 とする.
 2降 水量並に水分
 土壌に與へ らる、水分は先づ雨であり,次 は地下水(又 は地表水)で ある.水 分に就ては供給
の方面は降雨並 に他 よ り來 る地下水である。浦費の方面は (a)地表 よりの水分の蒸襲 (b)植
物を通 じての水分の蒸散作 用 (c)土 地傾斜 に依 る水分の流失 (d)下 暦への水分の濠透であ
る.故 に多雨地方の土壌は常 に水漁を多 く保有 して居 るがッンドラ地帯は水分 の浦費に於て極
めて低い所に褒達する.
 (a)氣 温並に地温低い故に水分の蒸獲少 く (b)土 壌低漁 に依 り水の流失少 く (c)下 居は
粘土暦で水の透過力に乏 しい,而 も其粘土暦殊にポ ドソール生成に泥炭が關與 し水分濠透透過
を盆,困 難 ならしめる.
 3・空氣 ・水 ・炭酸ガス其他塵類に依る酸化並に加水分解作用
 之は通常の化學的作用で水分 は全然無い揚合は,他 の成分 があつて も分解速度は遅 くなるが
併 し乍 ら水分過多で而 も水分 の移動の無い揚合には水中に溶解 した察氣は一度消費せ られ後は
                   (73)
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箪 に大氣 中 よ り捷散 に依 り供 給 せ られ るに依 り室氣 の鋏 乏を來 た し,從 つ て酸 化作用 が停頓 す
る.高 位泥炭暦 に於 て は室氣 の分 塵 が常 態 の1/10乃 至1/30で あ る と云 はれ て居 る.樺 太ツ ン
ドラに就 て も室氣 の供 給 が極 めて悪 いが,数 値的の關 係は 目下研究 中で あ る.
 以上 の停滞 水の揚 合 に反 し,水 が絶 えす流動 する場合 は流 水 は察 氣 を溶存 して居 るので室氣
の供給 は良好 にな る.
 4.微 生物,菌 類 に依 る分解
 微 生物,菌 類が有機物分解 に重大 な役 割 を演 す る事 は明かで あ るが,酸 素察氣 供給歌 態に依
り之 に生育 す る微生物 も亦 自か ら異 つ て來 る,一 般 に好氣 性の微 生物 は生 活力旺盛 でない繹 で
ないが,概 括的 に云へ ば分 解力 は著 し くない.而 して前の(1)(2)(3)の 條件 に依 り生活力 は
憂 化 し從 つ て分 解力 も異 る.一 般 に室氣 の供給潤澤無機 臨類の供 給 に不足 な く温度 は高 い場 合
に分解 力 は著 しい・之 に依 る と後 述す る高位泥炭地 に於 ける微 生物 に依 る分解 は著 し くない・
殊 に泥 炭 の如 く酸 性の ものは微 生物の獲育 を妨 げ る・
 要之,泥 炭 生成 に特 色の あ る ものは所謂泥表化(Vertorfung)で あつ て,室 氣 歓乏の駄 態に
於 ける植 物罷 の分 解 であ る.そ して共 の泥炭化 の作 用は反癒速 度大 き くないので多量 の有機 化
合物 の集 積 を見 るに至つ た もので あ る・
 (4)低 位泥 炭地 と高位 泥炭地 との特徴比較
 泥炭の 生成 は上記 の天 然條件 に於 て起 る もので,之 は高位 泥炭地,低 位泥炭 地 に於て略 洪 通
しtこもの であ るが,次 に低位泥炭 地 と高位泥炭 地 との特徴 を比較 射照 す る.
            低 位 泥 炭 地 高 位 泥 炭 地
    地下水面    地下水面附近叉は其れ以下に褒達 地下水面上に嚢達,例 外的に水面
           する.            以下に生成 もある.   '
    登達の形式   湖,河 川の周邊 より之を埋める如 中心より低丘陵状に遠心的に外方
            く振大爽達す(Verlandungsmoor) へ振が り行 く・
           故に沼を中心に求心的に獲蓮す.
    地  形    低渥・李面の地方に焚達す・(Fla一 低漁㊧地 と錐 も先づ低位泥炭褒達
           chmoorの 名の起る所以)    し地下水面上にな りて後爽達 テ,
                          故に傾斜地 にも磯達 し得 る。
    生産母植物の種 下暦植物・水藻類(Vaucheria)  ミヅコケを主 としスギゴケ・ ワタ
    類       中層植物 ミヅオ トギクサウ類・ スゲ,サ ギスゲ・ コケモモ・ガン
            エビモ,イ トモ類.       カウラン,ホ ソバイ ソツツジ等・
           上暦植物・麓,フ トヰ,シ ヤウブ, (詳細はッン ドラ植物の項参照)
             アヤメ,カ ヤツリ,ス ゲ,ヰ,
             トクサ,ワ タスゲ,サ ギスゲ
    植物榮養學的魑 鑛物質成分の供給の潤澤な場合  鑛物質成分の供給鉄乏せる場合
    SiJ          (eutroph)                 (oligotroph)
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    母植物の氣候學 低位泥炭地植物は比較的温暖の氣 高位滉炭地植物は所謂高山植物に
    的關係     候に適 し極寒地方には生育 し得ぬ 團するもの多 く殊にミズゴケは極
           揚合が多い.          寒地方に於て生育可能である・
    氣候的條件   母植物に於て明かである標に比較 母植物で殊に主要なるミヅゴケは
           的温暖地方にまで分布す・故に低 極寒に耐える・故に高位泥炭生成
           位泥炭地生成線は南方を通る.  線は北方を通 リシベリヤでも北氷
                          洋附近では低位泥炭地の獲達少 く
                          殆 ど全部高位溌炭地である・
    地暦的關係   低位濯炭地先づ獲達し地下水面上 從つて高位滉炭地の下層は低位泥
           にな り初めて高位滉炭地が獲達す 炭 を見る事が多いが地暦攣動洪水
           る・            等の無い限り低位滉炭 より下暦に
                          高位泥炭は見ぬのが常である・
 以上 の二大別の外 に,爾 者の中聞 を爲すrll聞 泥炭地(Ubergangsmoor)を 霞別 す る者 もあ る,
                    叉前二者 と劃立 せ しめPuchnerの 如 きは,
                メみり 
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      #眞 第1圖
  高位泥炭地の獲達により枯死せる    るが・同時 に此等の灌水類等の樹枝・根系などはタ
  グィマツ林(樺太)〔 著者原圖〕    ンニンに富んだ もの多 く分解は因難である.そ して
樺 太に於ての山火延焼の原因 となるものであるが,而 も一面保水力は張 く,一一 11.降雨に依 り水
を與へられると漁潤 とな り高位泥炭地植物の繁殖を促が し,ミ ヅ・ゴケ等 も生育 し得 るに至る.
か くすれば以前乾燥 して居た地層は漏 閏とな り根系の獲育せる土壌が多漁 と室氣訣乏 に憐み途
に林木の枯死 とな り,典 型的の高位泥炭 の獲達 となる.故 に乾燥泥炭地に封して も前述の様 に
中間泥炭地の分類に入れ る學者 もある.
  第2章 ツン ドラ と泥炭
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ツン ドラ(Tundra)は 露西亜語であ  ;                          '
つて・ 其の語源はフィンランド読の  ,
                 ド                                                            
Tuntur よ り來 た ぜ)のであ る.ソ ィ                            1
                                        ヨ
ンジンドに於ては殊に北極洋滑岸に                       ;
                         ～                      '
1導灘鰐燃謄 諄1  ゐ一鵬曝講繭藤
                 ㌧               '             げ 、 1    、        t
だ,泥 炭 の研 究「者 も Tundraの 字
を!些 使 用 して 居 るが 水だ確 定 しナこ
定義1は無奪い. (Forest, steppe and
tundra(1926)し 蔚 者Maud・D・  臨輿第2圖 低位滉炭地(樺太幌内川古1・∫)〔著榊 購D
                         IIaviland) は,
   Tundra はフィンラン ドにL/1'"源を
  有 し瀾 達 な無樹の地域 を指 すが,後
  に之がPシ ア語 とな り,現 代 では1歌
  露 よ1)シ ベ リアの北極 洋 沿 岸 に瓦
  1),更 にア ラスカ,カ ナダに及3ミ廣
  大な荒 蕪地 を指 す言葉 となつ た.
   此 不明 な北 方の不生 産地 に渕'して
      爲眞第3圏 森林ッンドラ地帯       Marco Poloは 沼澤 と凍結の爲,近
      (樺太振戸川浩岸) 〔・筈舌原圃〕        寄 る事 の出來 ♂⊇土地 であ る とした.
Haviland は酉伯利亜 のツ ン ドラ地帯 を踏 査 して之 を線 の沙漠 と稻 しt:.同 氏 は沙漠 は物理的
に水分・が映乏 しナニ爲 に出來 るが, ツ
。,。地撫 生理的。轍 、,、爲。 無 蜘 諮 職 避 騰 ・ 曝
糖 卸灘1∴幾 鰭 ㌶鱒
説は一・嚇 であ・・・・・・… 「1緊 聴 濫 減 t/
地帯は寧ろ繍 の爲に勘 双 卜壌  ㌶ 
配 ダ 触
中の嚥 澱 乏する爲めに起ると思  、 ン ∴騨 ∵ ゼ 搬
つて居 る.要 するに共主因は寒冷 と   ・!、  ・ 鎖   、群
過漁に依ると思ふ.故 に和課 として      爲眞第4圖 沖積層ツンドラ地帯
ツ。 ド・を凍原 と伽 るのは適課 と (漱ll納 腫 屯附近』蹴 の少き場合)〔 瀦 羅D
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羅霧 麟 纏 、 一 ば一 一 しも
/1'.}溌。・  9'. !ノ.W兇'i= t・t .、・    Dry-tundra, bog-tundra Soils, forest tundra
郷 響跨 贈:一 ▽ 助・ 等の融 使用して居・.之・依つ・見・・
       曜!ド  、.  ・・    同 じ く Tundra と呼ばれ るもの5内 にt,種 々の
論濃纏轟 籍 徽灘 轟農驚懸 繍
騨讐藩総謡 唄 蜴二灘 鰍 緊 野 撚
        e＼ 、  ttt         ・tt        北 海道 には,低 位 泥炭 地 が多 く,北 海 道ての泥
          む
                    炭 は樺 太の それ とは,其 性質 を異に して居 るので
                、   あ るか ら,著 者 も便宜上樺太の泥炭 をツ ン ドラ と
                    呼 ぴ,樺 太の高 位泥 炭地 を,ツ ン ドラ地 帯 と呼 ぶ      鷺 眞 第5圖
 樺太多蘭島ツソドラ地帯中に鰻せる池塘   事 に した(以 下すべ て之 に微 つた)・
       〔瀦 原圃〕     併 し乍 ら,根 本[踊 に駒 て樺 太の ツン ドラ地
帯 と呼 ぶ事 が適 當 であ るか の問題 を考 へ て見 たい.
 ツ ン ドラ地幣 に就 て比較的詳細 な記述は Raman*で あ る.猫 共他0)書 籍 に断 片白勺に散 見す
るツ ン ドラ地帯 に關 す る記 述 を集 め,之 を樺 太ツ ン ドラ地帯の特徴 の下 に比較 す る事 に した.
    欧 露 西 伯 利 亜 ツ ン ド ラ 地 帯  樺 太 ツ ソ ド ラ 地 帯
     (Dツ ンドラ地帯には喬木が無い.主 とし  く1)樺太 ツンドラには媛性のグイマツを
    て氣候寒冷ひ爲多年性叉は宿根性の桶物Di到 る所に見 るも場所により廣大な無樹地帯
    繁茂 を見 る.殊にミヅゴケ,ノ・ナゴケ等 を主 あ り.ヒメカンバ,ガ ンカウラン等の旺盛な
    とし南方に於 ては灌木としてBetu!a nana る繁茂を見るも其根部は ミヅゴケの獲達著
    及びガンカウラン(Empetrum nigrum)の しい・到 る塵に多数の高山植物の混塗あ り.
    旺盛なる繁茂を見 る.         所謂花畑をなす部分が多い.叉 スゲ類の獲
     然し乍らかかる場含も根部を精査すれば 達 も韓遍的である・ (詳細は植物の項 に譲
    ミヅゴゲの繁茂が著 しい ものがある(以 上  る)
    Raman) 叉部分的には顯花栢物の群落あ
    り開花期は美しい花畑を示現す.(M.D.
    Haviland)
     (2)ツ ンドラは極めて寒冷なる地方に存  (2)樺 太に於 ては年/ド均氣温は鯨 り低 く
    し,其 地屠の数尺下には通年lkの 層あり・ ないに拘はらず夏期の氣温比較的高からず
    を奪葉灘謙 欝翻 撫忽宰Σ二朧 潔誌1糟皇筍;:灘欝 劣葉
    交渉を全くW、'…'られ・.   15・。m。 於。凍結暦。,,期,襯 。厚,
  *Ralnan. Bodenkunde(1911第3版578).
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                      は匠々なるも30cm乃 至70 cmに 及£ミ.
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
 上述の比較 劃'照を見 るに樺太 ツン ドラ地帯 は典型的 のツン ドラ地帯 な りと云 ふを得 蹟が,普
通 の高位泥炭地 よ りも遙 かにツン ドラ地帯 に類す るもので ある・故に之 をツン ドラ地帯 と呼ぶ
事 は不適 當な事 でない.少 くとも邦領樺太の ツン ドラ地帯 を,所 謂樺太 ツン ドラ地帯(S・called
Karafuto Tundra bQg)(Sogenanntes Sachalin Tundra Moor)と 呼ぶ事 は安當の事 であ る・
殊 に北海 道の泥炭 地は低位 泥炭 地多 く,樺 太 の ツン ドラ地帯 とは分解 度 に於 て も,亦 母植物 よ
り云 ふ も好 き封 照 を爲す もので北海 道泥炭地 と物 質其の物 も,地 帯共 の物 も麗別 す る便宜上,
樺太 ツ ン ドラ及 び樺 太 ツン ドラ地帯 と呼 ぶ事 は適 當な事 と信 じ,此 の名構 を用ひ る事 にしナニ・
 露 西亜 に於 け るツン ドラ地帯に就 τは,地 帯 の分布 の章に て論す るが,1930年 の ロシアの
Dokuchaiev・Institute of Soilsよ り出 したReconnaissence Soil mapに は邦領樺 太に劃 し
ては記載無 いが,露 西亜領樺太 の幌 内川 上流 地方Peaty podzoiised Sails and Silty bog soil
of Mountain Slope of Siberiaと して類別記載 せ られてゐ る.而 して同種の地層 は西伯利亜 に
於 τは北部北極洋滑岸低位 地方 の"Dry tundra"の 地帯 に接 し居 るDry tundraの 分布 を見
るに注意 す可 きは カムチヤッカ孚島の西岸 を糊 伏に南 下して其突端 に到 って居 る・ そして北緯
50。が 世界 に於 け るDry tundraの 南 の極限 を示 して居 る.而 して其 の南端 に於 てはBystraja
河Opala河 の下流地 方で ある.か く観 じて見 る と邦 領樺太 に於 て も幌 内川沿岸地方 は此 の地
方 と比較 して緯 度 よ りする も夏期2F均 温度,雨 量等が近接 する もので あつてDry tundra叉 は
之 に類似 す るもの が存在す る事 は決 して奇異 な現 象ではない.か くして何 れの黙 よ りす る も幌
内川高位泥炭地帯 は所謂樺太 ツン ドラ地帯 と呼 ぶ事 は要當 の事 と思 ふ・
 ツン ドラ地帯の分布 は北 牛球 にのみ限 られ,南 牛球 には南米の南端 マゼ ラン海峡附近 に泥炭
地 はあるが,北 牛球 に見 る如 きツン ドラ地帯 は存在 して居 らない∫り
 要す るに邦領樺 太 の幌内 ツ ン ドラ地帯 は,極 地 ツン ドラ地帯 とは椿 異 るがDry tundra若
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'  -  .  tt t "      ....tt tt tm くは森林 ツン ドラ地帯 の 一 種 であカ                                     い お かウ 
      ,      ,g./   野'「1』t「k t 』1:   b,ツ ン ド ラ の 南 の 極 限 地 で あ る と
          ポの  ド   は ね ド   つド            サ  げ モ き
         一即1∫    云ふ樋 言てない・
  擁 蕪 凝 い ・1.' 第3章 調査の蝦
鑓 続 ∴「tt、に ㌘,享 灘 驚1誓欝 諺
     ～託㌦  、 '、 、「桐 写 、  商 禽取締役 大關雄 只氏 よ り・ンン ドラ
㌘ 紅 賦 ・＼ぼ ・'貯 ・、 の利用・就・胤 て魁 の依頼
瑠 忌 賦 織1㌻ ∫ 鉱:'.1..、' k. を受 ・r・の・始 まつ・訓 ・戸畷 ・木
     態 第6圖 。.ド 。 崖   酌 では汰 正12年 に金子直吉氏の
     (樺太1幌内川亜屯附近)〔 著者原圖〕      命に依 り,樺 太幌内川のツン ドラを
約1000噸 を探取 して,榊 戸及び山口縣彦島に陸揚げし,全 國種,の研究機關に之が利用を依頼
した ものであ り,著 者等は農學部に於て研究を開始したのであつた.最 初は,ツ ン ドラの利用
に於ての最大難關はツンドラが85-95%の 含水状態にあ り,之が経濟的の脱水は困難であ ると
の事であつナこ・私等は先づ ドイツに於ての泥炭の晩水に銅する電氣滲透法が,電 力傘が低いの
で實用慣値に乏 しい事を知つたので,其 電氣濠透法の研究に着手した.そ して所謂,電 氣界面
掩齪法 により脱水 と同時に人造板を作 る方法を獲明 した吹第である.此 等の事は利用關係の報
文 として断片的に獲表 した.(2)(3)(4)
 其後ツンドラが天然資源 として如何なるものであるかに就て調査を行ひ,樺 太ツン ドラ地帯
の一斑 を明かにし得たので,豫 報的の報文を報苦 しtこ.(:))叉ツンドラ地帯は化學的に地質的に
植物學的に綜合的科學研究の射象 として極めτ興味の深い ものである事を明らかにした.(6)
 調査は昭和5・6,7年 に於て豫備調査を行ひ,8,9,10年 に於ては幌内ツン ドラ地帯の本調査を
開始した.其 調査は各方面に互 るもので猫完了せ ざるも今回其一部を纏 めて報告 し,今 後引績
き績報 を磯表する計書である・
  第4章 調 査 の 目 的
 本調査の目的 は,從 來科學的研究の方面か らも叉天然資源 としても廣 く棄て 、顧み られなか
ったツンドラ並 にツン ドラ地帯の全貌 を明 らかにして之を工業原料 として利用 し,猫 叉採取跡
地を農地,林 地 として利用開獲して行 く爲めの基礎的資料 としたいといふ黙にある.
 元來,本 邦に於て泥炭地は生産力が極めて乏 しい爲めに,之 を農耕地 として利用 して行 くが
爲めの土地改良の方法に關 して農學者 に依 り研究せられた・之れは本邦に止 らす,ド イツに於
て も Bremenの 泥炭地試験場に於 ける業績 も主 として土地改良を目的 とする排水方法施肥方
法が主 となつ7こ・所謂泥炭地耕作(Moorkultur)の 研究である.(7)叉地質學者は泥炭地を地殻
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構成の一居 と看緻 しての地質學的,化 石學的の研 充を行なつて居る.工 業原料 としての利用は
蘇聯邦に於 ける燃料 としての利用が最大の利用法であり,泥 炭を主なる燃料 とする襲電所は7
に及び其の護電設備容量は1934年 に於て約40萬 キロワットに達 して居 るが,〔'9)燃料以外の利
用 に於ては多数の試みは ドイツに於て試み られて居 るが,鯨 り大 きな利用方法 は未だ案出 され
て居 らない・著者等は泥炭の利川法 として燃料 とする事は最後に考へる可き方法であり,殊 に
樺太ツン ドラの如 きものは樺太に残 された最 も將來性のある天然資源であると老へるので,出
來得れば之を燃料よ りも一暦高債なものにしたいと思ひ研究を績けて居 る次第である・
  第5章 樺太 ツン ドラ地 帯 の分 布 及び滅 象 状況
 樺太ツン ドラ地帯は前述の如 くに極地ツン ドラ地帯 と梢,異 るが,乾燥ツン ドラ地帯若 しくは
森林ツン ドラ地帯の南の極限である・何故に泥炭地分布の上か ら見て樺太が特殊の地位を占め
るかに就て考察 して見や うと思ふ.
 一般に泥炭は植物膿が集積 して所謂泥炭化 した ものである。故に泥炭地の生成 には生産部門
として植物の生長,繁 茂が必要であ り,清費部門 として植物艦の分解があみ 植物の繁茂 よりす
れば他の天然要素が同様の揚合は氣温の高い熟帯地方 に及ばす,少 くとも夏期の氣温の高い地
方が生産力は高い.然 し乍 ら潰費部門か ら見ても夏期の氣温高ければ化學的にも微生物學的に
も分解力は大である・故に温帯地方では生産力が高いにも關 らす泥炭地の成生は少ない・本邦
に於て見るも,干 地に於ての泥炭地は東北地方より始 まり北海道に於て約250,000ヘ クタール
の獲達がある・極 く特殊の低位泥炭地は富士山麓の浮島の如 きであるが,此 の地方では生産力
大であるが夏期の分解が旺盛で著 しい焚達を見ない.而 も此地方にとにか く泥炭地類似の もの
を見 るのは極度に排水が悪いためである・叉熟帯地にもジャバの地方に泥炭地があるが,之 れ
は乾燥期 に極度に乾燥 して穂物の分解力が防げられる爲であると云はれて居 る・要するに熟帯
は勿論暖帯地 方では,泊 費部門たる植物の分解が特に阻害 されぬ限 り泥炭地の獲達 を見ない・




低い.而 も夏期に於ては,比 較的に降水量大であるが,氣 温低 く且比漁度が高い爲め土壌が過
漁にな り易い.か くして樺太には西伯利亜地方に多い所謂ポ ドソル上壌の生成が多 く徐 上壌の
排水を困難ならしめる爲めに泊費部門たる植物膿の分解が阻害せられて,蝕 に樺太ツン ドラ地
帯の畿達を見 るに至つた・
 今此等の事情を明らかにする爲め昭和七年の樺太各地の氣象條件の概略を學 ぐれば,第 一表
の如 きものである.(9)
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                   第1表 樺 太各地氣象表(昭 和7年)
           氣      温   水蒸氣     雪 量 降水量 風速度 日 照 時 数地名 月      灘 度
        卒 均 最 高 最 低  張力      (準均) (総計) m/s 総 計 百分率
   il-7.3 1.7-21.8 2.2 77.4 5.6 17.3 4.6 114・5 41
   巳 ゴ1:ll:1二ll:ll:lll:1;:1、1:ll:ll81:lll  l
   l4 0・2 10・6-10・8 3・779・O Z6 41・25・5135・033
     5     5.1    15.1  - 5.9     5.7    85.8     7.8     84.4    4.6     140,7    30
     6iO.720.10.58.284.97.723,44.5165.935
プく7白    7     11.7     20.7     2.7     9.1    89.0     8.9     1152     4.7     942     20
     8     15.1    25.4     5.9     11.6    89.6     8.2     89.5    3.5     129.4    30
     912.519.32.89.487.47.071.73.8137.937
   1 10  ,  9.0    17.9     0.7     7.0    81.3     6.4    127.3    6.2    136.1    4I
   i lI     2.O    i3.8   -10.9     4。2    74.2     6.6     63.1    5,6     93.6    33
闘:::、1:IIII;:1:::ll::1:訓、19:lli:1,,91:;i::
    全 年    2.0    26.4  -29.3     5.4    84.1    7.2    833.6    2.8    1581.6    35
                             (81)











 此表に於ては冬期の低温は土壌の凍結 に關係する重要な因子である.然 し乍 ら生産及び分解
の方面には飴 り著 しい影響 を與へない.
 第一表に依つて見るに樺太は同緯度の大陸地方に比 して著 し く夏期 の氣温低 く,且 多雨で漁
潤である事が分 る,即 ち海祥牲 氣象の特長 を示 してゐる.
 次 に邦領樺太ツン ドラ地帯の分布 を樺太廃中央試験所の概算 に依れば,
                             ヘクタ 
  1。幌内川流域,多 來加湖地方(数 香郡を主 とす)   250,000
  2.内 淵川流域地方(落 合泥炭地)           1,000
  3.來 知思湖地方                 2,000
  4.能 登呂地方                  1,000
  5.留 多加川,鈴 谷川流域地方           12,000
である.之 を前記氣象表 と比較 して見るに,夏期 四ケ月(6,7,8,9月)の 月干均氣温の低い東海岸
に於てツン ドラ地帯の分布多 く,殊 に其最大の面積 を占め る敷香地方は最 も夏期の氣温 も冬期
の氣温 も低 く全年の雫均氣温が零度 と云ふ歌態である・最近の樺太磨磯行の樺太森林分布圖に
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依ると,敷 香地方の ツン ドラ地帯 を除き,他 は全部殖民豫定地 とされて開墾せ られる方針 に定
つた.此 の事は,著 者等 として甚だ遺憾な事であつて,開 墾地 として排水溝を掘 り,叉 客土法
等 にて土砂 を入れば,ツ ン ドラは工業原料 として使用せ られすに,分 解 せられるに止 る・此の
鮎は著者等の意見 としてのツン ドラ地帯利用の方針たる,先 づツン ドラを工業原料 として使用
し,後 に農耕地 として利用す可しと云ふ考 と相容れぬ もので誠 に残念 な事である・少 くとも敷
香のツン ドラ地帯の開獲に封 しては著者等の意見を容れて頂 きたい.
 とにか く樺太には此拓殖計書内のツン ドラ地帯を除いて も,ve 25萬 ヘクタールのツン ドラ地
帯がある・著者等は主 として,此 幌内川,多 來加湖ツン ドラ地帯に就て行 った調査 に關 して述
べたい と思ふ,
  第6章 調 査 事 項
 (1)概   論
 ツンドラ地帯の調査 は下の如 く分類する.
  A 翻態調査  a.現 地調査
         b.室 内調査
  B.動 態調査  a 累積量調査
         b.植 物愛化に關する調査i
         G土 地改良に關する調査
 静態調査ぱ,ツ ン ドラ地帯の現歌に關する調査てあ り,叉 動態調査はツン ドラ地帯が如何 に
憂化す可 きやに關す る調査である・動態調査は一部分着手して居るが將來進行 を侯つて報告す
ろ事 とする・今回は主 として静態調査 に就て記述す る.





   1.地 勢に關す る記録
   2.氣   温
   3.地 表植物概略
   4試   錐
   5.居 位 並に暦厚
   6.試 料採取(化 學分析用 としては含水歌態に於 て1～L2妊)
   7.各 暦位の地温測定
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   &各 暦位の分解度決定
   9・水素 イオン濃度測定用液探取(1オ ンス共栓屡に採取)
  10.嚢 生氣罷の探取(試 藥墨中の水 と置換 して探取)
 叉室内調査は研究室 に蹄着後 に調査すべき項目で下の如 く分つ・
  b。 室内調査
   1・水素イオ ン濃度測定(a・8)の 項の試料に就て比色法 にて決定する.(こ れは當日中に
    行 ふ必要あ り)
   2・各暦位の原植物 の購成歩合の決定(所 謂植物分析)
   3・各暦位の花粉分析
   4.各 暦位の化學分析
等である.
 .卜祀は第一公式の調査方法であ り,事 情により略式の揚合は適宜,調 査項 目を略するのであ
る.
 上記第一公式の調査の揚合要する調査用具は,
   測量糊 幾,爲 眞機,泥 炭專用土壌探取用ボーラー(著 者等は瑞典式を用 ゐ,接 績用鐵棒
  は更に一本新 たに調製 して,5米 迄試料 を採取 し得 る様 にした)・温度計(金 屡 カバー付),
  鐵棒(凍 結贋破陣用),シ ヤベル,移 植銀,機 生氣艦採取用墨,試 料用布製袋,1オ ンス共栓
  屡(水 素 イオン測定用),携 帯 用ゼンマイ秤,野 帳等である.
  第7章 既 遽 調 査 計 書
 樺 太ツン ドラ地帯の分布 に就 ては既に述べた如 く,主 要 なものは幌内川及多來加湖地方の所
謂敷香ツン ドラ地帯である.依 つて調査 も主 として此地方に於て行つた.第 一圖は,樺 太臆森
林分布圖を基礎 にして描 いた敷香 ツン ドラ地帯の圖であb,圖 中番號は試料探取地を表はす も
のである.
 著者等の今 日迄行 つた調査は,主 として豫備調査であ り,本 調査 は幌内川下流流域に於て開
始 しt:.今 日迄調i査した範園を述べれば,
 第一回豫備調査.昭 和5年7月 下旬より8月 上旬迄志方及び京都帝國大學演習林助手永松寛
爾・敷香町より海路散江郡野頃に出で,海 岸ツン ドラ地帯 を踏査 して,粒 輕 より多來加湖を渡
り,留 久玉川に澹ひて富内及びハイマツ小屋を経て所謂ツン ドラ崖迄踏査,次 に多來加湖を渡
り,敷 香に露つた.猫 蹄任の途,落 合に於て當時の富士製紙會杜の御好意に依 り,同 杜盤崎技
師 と共に落合ツンドラ地帯 を踏査.
 第二回豫備調査.昭 和6年7月27日,志 方,佐藤及當演習林助手永松寛爾,當 林火防櫻庭與
作 と共に入夫三名を引卒 して敷香町を出獲.東 多來加に出で議動機船 に磯船 を曵航 して多來加
                   ぐ84)
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湖 を渡 り,振 戸川を湖航,獲 動機船の潮航困難 とな り以後磯船を曳 きて振戸川 を潮航 して・皿
戸川合流鮎 に過 ざ,英 蝶川合流貼 に出で陸行,東 湖及び西湖を訪れ,昭 和3年 設置の一等三角
鮎に昇 り,振 戸川流域の大ツン ドラ地帯を鳥畷 して飾 る.7夜 に互 リキャンプの後,8月4日
東多來加を経 て,敷 香町に蹄 る。此の地域は全 く無入暁にして僅かに東樺太拓殖鐵道工事揚に
て人夫に脅 したる外 土人 とも會せす,更 に8月7日 多蘭川を潮航 して舟越 を踏査す・
 第三回豫備調査.昭 和7年7月21日,志 方,藤 井,本 學演習林助手山崎次男,火防櫻庭與作
と共 に人夫3名 を引卒 して,獲 動機船の曳航 を受 け,磯 船に乗 り多薗川を潮航 して保恵川合流
塁舗に行 き,獲 動機船 と別れてチ リンガイ川合流鮎 よりツン ドラ試験豫定地なる幌内川,大 迂曲
鮎(所 謂ツン ドラ崖)に 蓬 し,此 所 を根糠 としてキャンプに二泊 して東岸のツン ドラ地帯 を踏査
し,下航 に際 しては各地を調査 し,或 は土入小屋(土 入チラメン)に泊 り,或 はキャンプ して8月
1日 に敷 香町に腕肴・
 第一回本調査.昭 和8年8月6日,藤 井,演 習林助手山崎次男,火 防櫻庭,遠 藤,新 井 と共
に獲動機船 に便乗 して,幌 内川上流初聞川合流地黙右岸ツン ドラ地幣(幌 内試験地)に 至 りベー
スキャンプを設定 して,高 位測定標(ツ ン ドラ生成量並びに排水による沈下 を測定す)を 各所 に
設置 し,同 時 に其の設地鮎のボーリングを行ふ,爾 同試験地を東西,南 北 に縦走 して踏査を行
ひ8月Il日 敷香町に師着.
 第二回本調査,昭 和9年7月27日,藤 井,火 防新井 と共 に人夫一名を引卒 して,昨 年度調査
地黒占(幌内試験地)に 達 し,同 地難にベースキャンプを置きて8月4口 まで8日 閥野螢を績 けて
調査を行ふ.當 年度は前年度設置の高位測定標の第二回測定並に試験地中央地勲 に方16間 の植
t卜 糠 匠域 を設置し,種 々の施肥を行ひ,植 生の変化 を調査すると同時 にツン ドラ生因研究の
資 となす.爾 同地鮎封岸の タラン島ツン ドラ地帯を横断踏査 し,途 中約1キ ロメー トル侮にボ
ーリングを行 ひ調査.す.
 第三回本調査.昭 和10年8月8日,藤 井,火 防新井 とノ≒に人夫一名を引卒 して幌内試験地に
到 り,植 生試験,施 肥並びに高位測定標第三回測定を行ひ8月13日4日 閻のキャンプを∫し
て敷香町に郎着.
  第8章 現 地 調 査
 第5章 に於て,現 地調査の項目を學げすごが,本 章に於ては各調査工頁目に就て説明 し,且 幌 内
川,多 來加湖地方の現地調査結査に關 して述べる・
 (1)地i勢 に關 する記録
 地勢は土砂流入の機禽,地 下水位の高低,排 水の良否を老察 する爲必要なる項 目な り.
 (2)氣   温
氣温は一 日中攣動多きものなる故,之 を測定する事は無意味なる も,其 と同時 に地温を測定
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する故之 と比較封照 する必要あ り.
  (3)地 表植物概略
 豫備調査に於ては,ツ ン ドラ地帯に見出さる、植物を探集 して之 を階葉 として鑑定に資 し↑二・
                                    .
其 の 結 果 は 第 二 表 に 掲 げ た.
                        第2表 ッ ン ド ラ地 表 植 物
               1 ツ ン ド ラ構 成 主要 母 植物
          (1)ミ ヅ ゴ ヶ 薦  Sphagnum sp.
                  ヒメ ミ ヅ ゴ ケ  Sphagnum fimbriatum WiIs.
                  ヤ マ トミヅ ゴケ  S.japonicum War.
                  ム ラ サ キ ミヅ ゴケ  S.magellanicum Brid.
                  オ ホ ミ ヅ ゴ ケ   S.palustre L.
                  イ ボ ミ ヅ ゴ ケ   S.papillosum Ldb.
                  サ ン カ ク ミヅ ゴ ケ  S.recurvum Palis・
          (2)ス ギ ゴ ケ 麗 Polytrichum.
                  オ ホ ス ギ ゴ ケ  Polytrichum attenuatum Menz.
                  キ エ ノオ ホ ス ギ ゴ ケ  P.a. var, pallidisetum Besch.
                  ウマ ス ギ ゴ ケ   P.commune L.
                  .ス ギ ゴ ケ  P.juniperinum Willd.
                  ノ・リ ス ギ ゴ ケ  P.piliferum Schreb.
                  タ チ サ ヤ ス ギ ゴケ  P.strictum Banks・
          (3)ク ロ ス ゲ*  Carex MiddendorMi Fr. Schm.
          (4)サ ギ ス ゲ胎  Eriophorum gracile Koch.
          (5)ツ ル コ ケ モ モ*  Vaccinicum oxycoccus L曹
          (6,ヒ メ シ ヤ ク ナ ゲ*  Andromeda polifolia L.
          (7)ホ ロ ム イ イ チ ゴ*  Rubus chamaemorus L
          (8)ヒ メ ツル コケ モ モ* Oxycoccus microcarpus Turcz。
          (9)グ イ マ ツ(落 葉 松)* Larix dahUrica Turcz.
               II小 灌 木 ツ ン ドラ構 成 植物
         (10)ヤ チ ヤ ナ ギ*  Myrica gale.
         (11)ガ ン カ ウ ラ ン曽  Empetrum nigrum L
         (12)ホ ロ ム ィ ッ ツ ジ*  Chamaedaphne calyculata Moench.
         (13)ホ ソバ イ ソ ッ ッ ジ* Ledum palustre L. var. vulgare Ledeb。
               III ツン ドラ構 成 植物
         (14)モ ウセ ンゴ ケ* Drosera rotundifolia L.
         (】5)ナ ガ ノ・ノモ ウセ ン ゴケ* Drosera longifolia L var. vulgaris Koch.
         (16)ネ ム ロ ス ゲ葵  Carex Gmelini Hook et arnQtt.
         (17)タ チ マ ンネ ン ス ギ零 Lycopodium obscurum L.
         (i8)ヤ マ ヌ カ ボ  Agrostis tenniflora Steud.
         (19)エ ゾ リウ キ ン ク ワ  Caltha Barthei Koidz.
         (20)マ ル バ ノシ モ ツ ケ* Spiraca betuliforia PalL
         (2D ミ ツバ ワ ウ レ ン*  Coptis trif{)lia Sabisb.
         (22)ビ ア フギ ア ヤ メ*  Ilis setosa. Pall.
         (23)タ ラ イ カ ヤ ナ ギ雅  Salix hastata L
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           (24)ホ ・ ナ ィ ヵ 〃 逃  Betula Middendorfii Trautv et Mey.
                IV ツ ン ド ラ 地 帯 に 見 出 さ る ㌧植 物
           (25)ト ナ カ イ サ ウ   Smilacina trifolia Desf.
          (26)ツ マ ト リ サ ウt  Trientaris europaea L.
          (27)ア キ ノ リ ン キ ゥ   Solidago Virgaurea L. var. Hnearifolia, Savatier.
          (28)エ ゾ ゴ ゼ ン タ チ バ ナ* Cornus suecica L・
          (29)ミ ヅ ガ シ ノ・* IN・lenianthes trifoliata, L.
          (30)サ ワ ギ キ ャ ゥ  Loberia sessilifolia.
          (31)ッ ル キ ン パ イ*  Loiseleuria procumbens(L.)Desv.
          (32)ホ ソ バ セ ン キ ウ  Angelica Maximowiczii Benth.
          `33)ナ ガ ホ ノ シ ロ ワ レ モ カ ウ  Sangisorba tenuifolia Fisch var alba.
          (34) カ ラ ブ ト リ ウ キ ン ク ワ   Caltha Bar亡hei Koidz.
          (35)エ ゾ ノ・ コb"' ts  Stellaria humifusa, Nakai.
          (36)オ ホ ヤ マ フ ス マ*   Arenaria laterifloi・a L
          (37)ギ   ボ   シ    Hosta japonica, Aschers et grealbu.
                V ツ ン ド ラ特 殊 地 帯 に 見 出 さ る ㌧植 物
          (38)ノ ・ ナ ゴ ヶ  Cladonia rangiferina Web.
          (39)サ ソ ゴ ジ ユ ゴ ケ  C王adonia coccifera, Wi11d・
          (40) ラ ツ パ ゴ ケ    Cladonia finri6riata E. Fr.
          (4Dヤ マ ッ ノ マ タ   Cetraria islandica, Ach.
               (コ バ ノ イ ス ラ ン ド コ ケ)  forma angus亡i folia Krpll.
          (42)ク ロ バ ナ ロ ウ ゲ 蓄  Potentilla Coma「um, Nestl'
          (43) ミ ヅ ト ク サ*  Equisetum fluviatile L.
          (44)ト  ク  サ*  Equisetum hiemale L.
          (45)ミ ヅ ザ ゼ ンas CaHa palustris, L.
                                                                    隔
          (46)ツ ル キ ン バ イ*  Loiseleuria procumbens(L.)Desv。
          (47)ノ ・マ 昌 ソnク*  Elymus mollis Trin.
          (48)エ ゾ レン リサ ウ*  Lathyrus palustris L. var p三losus Ledeb.
          (49)エ ゾ ボ ウ フ ゥ  Ageopodium alpestre Ledeb。
          (50)エ ゾ セ ン キ ウ  A貧geHca dahurica Benth et Hook.
          (5】)チ シ マ イ チ ゴ   Rubus arcticus L.
          (52)カ ラ フ トン ホ ガ マ ギ ク  Pedicularis sachaliensis Miyabe et M丑yake.
          (53)ヤ ナ ギ トラ ノ ヲ*  Naumburiga thyrsiHora Moench.          .
          (54)エ ゾ ノ ヒ ツ ジ グサ  Nymphaca tetragona Georgi.
          (55)キ ヌ ヤ ナ ギ* Salix viminalis L.
          (56)バ ッ コ ヤ ナ ギ*  Salix caP「ea・L.
          (57)カ ラ フ トミヤ マノ・ン ノキ  Alnus sibirica, Fisch var tinctoria Koidz.
               摘 要 *EPを 附 し た るは,瑞 典 植 物 學 者Eric Hult6n(1。)が カ ム チ ヤ ッカ
                    に 於 て も探 集 せ る もの,ミ ヅ ゴ ケ,ス ギ ゴ ケ は飯 柴 永吉q1)氏 の著 書
                    に依 りし もの に て 未 だ確 定 せ ざ る も の あ り.
  ツ ン ド ラ 地 幣 調 査 に 於 τ は,植 物 は 其 地 黙 の 極 め て 忠 實 な 指 示 藥 の 役 目 を す る.殊 に 樺.太 に
於 て は 幌 内,振 戸 の 地 方 は 全 く無 人 の 境 で あ るか ら土 人 が 馴 鹿 等 を 放 牧 し た 揚 所 を 除 い て は,
略 ・原 生 駄 態 に 在 り と 見 る 享 が 出 來 る.第 二.表 に 於 て,(1)ツ ン ドラ 構 成 主 要 母 栢 物 を 記 入 し た
の は ツ ン ド ラ を 構.成 す る 上 に 役 立 つ て 居 る も の で あ つ て,殊 に ミ ヅ ゴ ケ は 外 観 上 主 要 に 見 え ぬ.
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ラ佛 こ分繊 いもので・從つて 騒  既 』置 ・コ 翻 購
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ドラ地イ害に見出 さるsネll借勿は, 季済ノく                   〔著舌原岡」
㌧ぐ呼/糊 ㌧導搾 斐1議難 鰍[1
, ▽ 釣 既 叡 勤 凶 ・竃ピ 嶺 殊嚇 に賄 さる湘 伽 ツンドラ
   _㌻"ド ∫曇 弓 ズ1導 地制 鞭 糊 ・味あ・・のであ
霧麟雛 ㌶窯霧1総1
      冥眞第9圖 ッンドラ植物(3)       ミヅ トクサ,1・ クサは無機分 の 多 く
  け 『ゴヶ汐 ロスゲ・ヒ効 ンバ(樺太)儲 綱 〕 入つナ、肺 、v・、。1、Iltされ る.叉 極 廿
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ギ,バ ソコヤナギ も ヒ砂 の 多 く入 つた所 で無 ければ見出 され ない.注 意 すべ きは蔚 で あb,之
は樺 太の ツン ドラ地帯 では極 め て稀 であ る。 即 ち低 位泥炭地の時期 を過 ぎ忙高位泥炭 地 であ る
事 を示 して居 る・叉 ヒア フギアヤ メは,流 水叉は水中 に酸素の供給 の好 い揚 所 にのみ 生 じ,特
色 の ある植物 で ある・
 表中に*印 を附 した ものは カムチャツカ 調 査        ;
                                
に行 つtこ瑞典の杣物學 者Eric Hult6n(10)の 報 告          !
書 中 カムチ ゼンカ に於て探 集 した記録 あ る もので
あ る。之 に依 つて見 る と,カ ムチ、・ツ カ と樺 太は
植物相が極 めて類似 で共通の もの が 多い.此 の事
    ・                     一   ノ・                       泌 董覧   趣                        
、 ..    薪 凶.閃P'F
の深 い黒占で あ る と思 ふ.               、    磁    擁
                              蟻
 (4) 「{式1   塗fli                                   雲
灘 は最 樋 蜘 作業で勧 ・之・こ働 試料探 馳. 、 ∴ 誘 難
取一 岬 鰻 ・分解度灘 哲 」酬 鵬 を定めて  「 ハ トt-,' : 、...、t'                                     、さ                                      墜爵
之 に依 リツン ドラ暦 の蜥 面(Profi1)を 作製 す る事    ㍗1.        ・ 擁
が可能 となるのである・作業 としては先づ表面の
                             爲 眞 第lo圖
ミヅゴケ共他植物の生育し仁部分を除き・錐を[Pi]   試錐作業(樺太振戸川ツンドラ地帯)
縛掘下 して,吹 に逆回榑 して試料が先端塞窒に入         〔著者原圖〕
る様にして後抜 き出すのである・試料探取の場合は・ 同じ深 さの所で2-3回 繰返すのである.
                          (5)贋 位並に層厚         第 名 図                
繍 …威、4灘 驚 搬{灘
        巽鱒、僻/ 1 .'      して起算する脅慣になつて居 る.然
              ヨ
            」じ 3   _      るに實際行つて見ると之は仲々困難
量 熱 舗   で轍 鋸 ・・ヅゴ・酬 ・死し
  些   '?      1          ナコ岨別も明確になし得す又堅い層と
  疫      る           Io.
 ノ毫             1             車た質 渥号 とσつ嘉…も1り】カ》で 無 し、II改tこ=菩K-        [
                         等 は層位決定には生育せるミヅ'ゴケ
                         暦 も加へて其」卜均の層位を略t目 測
して之を零位 とする・此方法によれば厭米式の決定 よ1)3-4糎 だけ多くなるもの と見れば差支
ない.叉L壌 の贋 とツン ドラの暦 との境界線は,之 を化學的に云へば友分40%以 上は.L壌 の居
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と7}緻す と云ふ制限 を加へれば比較的明確に決定 も出來るが,禅 汰 に於てはツン ドラ層の下は
大抵埴上,殊 にポ ドソールになって居b,叉 限界決定困難な中闇暦は1-3糎 位の厚 さを有する
に過 ぎぬので比較的容易に決定 して行 く事が出來る.幌 内ツン ドラ地帯の既に調査 しナニ地域の
2ト均暦厚は284糎 で約3米 に近い事は注日す可 き事である・
 各層位に就て決定す可 き項目は化學的威分,分 解度,栢 物分析,水 素イオン濃度,地 盗であ
                        雪 り,完 蚕な蜥面圖は之等を決定 して
                          始めて定 まるものである。然 し乍 ら
   之 は仲 ・々客易でないので,實 際は此
   の内の分解度及び時 にょ り化 學 分
   析,植 物分析を併用する程度 に止め
   るのである。
    (6)試 料探取
    試料は畢に化學分析用とする場合
  鷺眞第11圖 ツントフ探掘並に荷造(樺太幌内)II)




 地温の測定はd三確に測定す る事は困難である・表Lの 場合は金属カバー付の淵度計を挿 入し
て一定濫度を示すのを待つて定め るが,各 居位による源度はボーラーに温度計を入れて掘進せ
しめ目的の暦位の所で探L室 を開 き5分 間放置,再 び探L窒 を閉t;て 手で引上げて讃み取 る.
幌内ツン ドラ地帯に於 ては7月 下旬乃至8月 一ll旬に於ても,表 面下約40糎(以 下暦位40糎 と
略欝す)に於て30-50糎 の厚 さの氷層あ1)(年 に依b攣 化あ})),故 に植物根系獲達の時期を通
じて地下に凍結居 を有する故,グ イマツの根系等 も極めて淺根性である.此 凍結暦は8月 下旬
乃至9月 中旬迄 に融解す る如きも(オcナご止七黒占調査/8Q-=-J')10月には氣淵下降凍結が開始 廿られ る
 次に凍結層以下では}1iび地淵は零度以上 と7よ1),深 層に至 る程漸増 し,3米 以下では5-6。C
に達 す.
 (8) ラ}  角準  ∫葉
 植物は枯死の後通常は化學的に叉生物學的に分解せ られ,叉 分解の結果水に可溶性物質に攣
じて原地よ1)流失するものであるが,前 蓮の如 く北海道,樺 太等に於ては夏期の氣温低 く,分
解は極めて遅 く叉分解の旺盛 な時期が少い.殊 に夏期多雨で ヒ地に傾斜少 く排水の困鄭ゴぶ揚合
1土塞氣の供給 も不十分で,所 謂渥炭化の現象が起 る.か くして泥炭母栢物の枯死龍は鯨1)分 解
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せ られすに黄色乃至は褐色,黒 褐色の物質を累積す る.之 が泥炭であb,樺 太のツン ドラであ
る・其分解の初期 に於 ては原植物罷の外形は饒 り損せす,一 見 して原植物を識別する事が出來
るが,下 層の数百年 を経た ものは原植物膿は崩壊せ られて黒褐色の粉末歌 とな り,之 が駆力 を
受 けて漸次褐炭様の固罷に攣つて行 くのである.此 の分解の程度 を詳細に記録 する事は極めて
煩雑であるか らそれぞれ基準 を定めて分解度を表はす様にす る.現 在に於て分解度を表示する
方法は二種あ り.(12)一 はvon Post(13)の 提案 した分解度(Zersetzungsgrad)で,叉 之を腐
植化度(Humositat)と 稻せ られる.二 はWallgrenの 提案 した分解度の規尺である.第 三表 は
便宜の爲爾氏の分解度の比較並びに決定の根擦を表示 した ものである.
              第3表 分 解 度 決 定 表
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
      
   
   
      
   
   
   
   
   
   
       * Dyと は母植物の分解より生じた腐植質
 本報告に於ては分解度はvon Post式 を用ひる事にした(以 下本報告では分解度を表はすに
H5。 と云ふ様 にする).此 分解度評債の精度は慣れぬ内は不正確であるが,各 項目を充分に
考察 して判定すれば分解度2度 以上の差を生する事は無 い.幌 内川のツン ドラは後述する様に
比較的深暦迄分解が進んで居 らない・此の鮎は之を工業原料 として使用する場合に極めて有利
な貼である・人造板原料 として使用する揚合には分解度5度(H5。)位 迄は使用可能であるが,
一般に分解度が進 んで居 る程製品の板の乾燥の揚合の牧縮が大であ る.表 中Dyは 瑞典で使 用
され る言葉で母植物の分解により生 じた腐植質の意味である,搾 出液色調 と云ふのは,泥 炭 を
手で搾 つた揚合の搾出液の色調であ り,搾 出有無 と云ふのは,手 で搾つた揚合分解度が進んで
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居 る程指間から重粥湯歌 になつて漏出する成分が多 くなる.H7。 では1/2は 漏出 し1/2は 掌中
に残 る.H8。 では2/3が 漏出 して残るのは分解 し難い灌木類の根が掌中に残 る. H 9。ではそ
れ らも分解 されて掌 中に残 らな くなる・
 原植物歌態 と云ふの も植物に依 り分解の邊速があり必すしも一様の程度に分解が進む もので
はない.H5。 に於て鮮明 とは書い7こが,之 は全部の植物が鮮明に何であつたか明かであると
云ふ課ではない.泥炭の記録に ミヅゴケは分解 し難いか ら残 ると云ふ事 を風 散見するが實際に
現地で見 ると,例 へばスゲの輩などは枯死 した後 も室氣中にあ り酸化風化 を受け易い欺態にあ
り・然 るに ミヅゴケは成長旺盛で密生 しそして枯死する揚合には,既 に新 しい ミヅゴケ暦に覆
はれて酸素に訣乏 した歌態に保ナこれると云ふ事 も残存する理由の一である・勿論 ミヅゴケは分
解 し難いのであるが,現 在か く残存率の多い と云ふのは,上 述 の様 な事情 もあ る事 を考慮に入
れてを く必要がある.
 (9)水 素イオン濃度測定
 最初昭和6年 の調査の際板野式携帯用pH測 定器を使ふ考へで持滲 したが,途 中注意 して運
んだに拘 はらす破損 したので,結 局指示藥法を使ふ事 にした.之 は現地で測定 しては時聞を浪
費するので1オ ンス入の共栓堤を多撒持参 してツン ドラ屠 より搾取 した液を入れてキ ャンプに
持蹄 り,其 日の中に測 定する様にしナこ.測 定は硝子毛管を二本入れ,一 方は水素イオン濃度指
示藥を加へ,一 方には加へすにツン ドラ液の濃度を等 しくする様 にして色調の憂化の黙 を求む
る様に し忙.
 指示藥 としては
         指    藥         濃  度      PH
    P-Benzolsulfonsaure azobenzylanilin   O.1%oフk  l容  享夜      1.9～3.3
    Bromphenolblau          O.04%ア ノレコール溶液  30～4.6
    Methylrot            O.02%ア ルコ・一ル溶液  44～60
    Bromkresolpurpur          O.04%ア ルコP・ル溶液  5.2～68
 をイ吏用した.
 (10)稜 生氣龍の採取
 通常の氣艦捕集の揚合 と同様にして試藥堤に氣罷を捕集する.樺 太ツン ドラ地帯では3米 以
下の深暦よ り屡,相 當 多量の可燃性氣罷を獲生する・
  第9章 室 内 調 査
 窒内調査は,研 究室に婦着後行ふ調査である.
 (1)水 素 イオン濃度測 定
 第8章(9)で 述べた通 り,之 は試料を保存すると腐敗醗酵等の爲,水 素 イオン濃度の攣化 を
                   (92)
              樺太 ツ ンドラ地 帯調査報告
起 す故,採 取當 「iにキャンプ内で行ふのである・
 (2)各 暦位の原植物の構成歩 合の決定
 第8章(2)は 現 に生育 しつ5あ る地表植物に關する調査であるが,木 項のはツン ドラ中にあ
る植物迭膿が何であるかを検 し,共 種煩を大別して,そ れ ぞれ秒量 して其構成率を出すのであ
る.通 常分 ち得 るのは下の四大別である.
  1. ミヅゴケ,ス ギゴケ類の部(蘇 苔の部)
  2.ス ゲ預の董及び其の根部
  3,小 灌木及び共俣の部
  4.残 飴風化物の部
 分解度の進 まぬ ものは,…贋細分する事 も可能であるが叉分解度が進めば分類は因朔 となる.
II5。 位 ならば猫上記の4部 類別は可能である・ 此植物構成卒 を調べ た結果に依ると樺太 ツン
ドラは ミヅゴケが非常に多 く,少 くとも30%多 い場合は90%近 く迄 もミヅゴケか ら成立つて
居 る.故 にツン ドラの利 用を考慮するには ミヅゴケの研究が必要である.之 に關 しては渡邊護
君の研究「]D〔15)㈹がある.
 此の研究 に依 ると,ミ ヅゴケの繊維素は高等植物の繊維素 と化學的 に愛 りはないが,其 の α・
繊維素の試藥に塁1'する抵抗力が幾分差異がある・日下此等 に就ては研究中であるから,後 日共
結果 を纏めて磯表す る,兎 に角 ツン ドラの主要講成植物が ミヅゴケである事は非常 に注意す可
き事であ り,之 を工業的に利用するには此瓢を考へる可 きである・ツン ドラを原料 とするツン
ドラ人造板が,熟 の絶縁性の高いのは,ミ ヅゴケの多孔性の性質 に依 るものである。
 (3)各 暦位の花粉分析
 泥炭 の研究に最 も興味 もあ り,叉 其獲達 史に有力な寄與 を爲す ものは,花 粉分析(Pollenana-
1yse)(13)はWeber及 びLagrheimに 依 り提案せ られたがGams及 びNordhagen(17)が,
之を後期氷河時代の氣象憂化の研究に利用 して数果 を學げて以來廣 く用ひられ,殊 に泥炭地暦
位の研究に重要な寄與を爲 した・
 其 方法は試料約1瓦 をとり,蔭 酸,苛 性加里液で虞理漂白 し,叉 は酸化銅アムモ ニア液で可
溶性部 を除 き,液 に浮溌する花粉を集めて共 を原植物の秤類に從つて百分率で表はす.之 を花
粉 スペク トル(Pollenspektrum)と 名づける・ 樺太のツン ドラ地帯に關 しては,山 崎次男氏の
研究G8}が ある
 (4)化 學分析
 化學分析 もツン ドラの研究には最 も必要な事項である.帥 ち共分解度を知 る爲めに,殊 に共
利用方法を考へ る爲 に極めて必要な事である.
 化學分析には,元 素分析 と成分分析の二種ある・從來泥炭の主要な利用方法は燃料 としての
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利用である.其 目的には獲熟量の測定で充分であ り,叉 通常の元素分析(C. H. O, N・の含有率
を出す)と 友分含有率の測定で十分である.敵 洲に於ける多 くの研究 も燃料を目的 とする爲 め
に,元 素分析の研究は多 く行はれて居 る・
 然 るにツン ドラを燃料以外の一層貴重な製品 として利用 したい と著者等は考へて其の基礎調
査を行は うと一暦精密な分析研究をなさんとした・殊 に樺太ツン ドラは深贋 まで も比較的泥炭
               第4章 分 析 工 程 一 覧 表
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化が進んで居 らない黙を考へて,ツ ンドラの分析に封 して木材分析 と略ヒ同じ分析方法 を探用し
ナニ.批 分析法は大膿SchorgerのChemistry of Cellulose and wood 505記 載の方法に依つ
t:が,其 後當研究室 に於 て木材分析を行つ7こ結果に從ひ改良 した,共 大要は第4表(前 頁滲照)
に與へた様 な方式に憂へすこ.
 分析方法は木材の揚合の分析法 を特に憂へ る必要は無いが,特 に注意す可 き事項 に就て述べ
れば,
 1.試 料の調製
 杢試料 を先づ乾燥 し,現 地探取の揚合 との比較よ り原地 に於ける含水量 を出 し,次 に風乾物
を粉確 して石炭の化學分析の揚合の試料調製に準 じて行ひ,舗60口 を通 じ100口 に止 るもの
を100-200瓦 取 り分析用試料 とする・
 2.水 分及友分の定量
 岨蝸 を豫め灼熟冷却後,秤 量瓶に入れ100-105。Cに て一夜乾燥後乾燥器 中にて冷却後秤量
し,試 料 を加へて増蝸に入れて秤量し,次 に秤量瓶 中に入れ常法の如 く100-1050Cの 乾燥器
に一夜放置後秒量 して水分 を測定する.次 に増場を取出 し,電 氣熔 中にて灰化 して乾燥器 中に
て冷却 し,次 分量を秤量する・
 3.冷 水可溶物の定量
 内容300蛇 の三角瓶に試料1-2瓦 を糊 中1に秤量 し,蒸 齢k300蛇 を添加 して懸濁せ しめ,浸
漬後は栓 を施 して放置し,1nva回 振盟 し48時 間後豫め乾燥秤量 しt:3號 グ ラスフィルタe-・に
濾別 し,之 を一夜乾燥後秤量 し減量 より可灘性物質の量 を定める,但 し濾別後の洗際回数及び
洗際水 写は大腿一定するを要す.
 4.熟 水可溶物の定量
 試料1-2瓦 を精密に秤量 し,之 を内客300蛇 の三角堤に取 り,蒸ド留水loonEに 懸濁せ しめて
逆流冷却器 を附 して3時 聞金網上で齢 かに煮沸す.後 豫め秤量 した3號 グ ラスフィルターに濾
別 し熟水にて洗際 し一夜乾燥秤量す.洗 濃法の注意は冷水可溶物の場合 と同様である・
 5,1%苛 性曹建可溶物の定量                         し
 アルカリ可溶成分 は木材の揚合はタンニン,ヘ ミセル ローズの一部,色 素等が抽出せられる
ので饒b重 要な項 目ではないが,ツ ン ドラの揚合はタンニン,ヘ ミセル ロ・一ズの外 に所謂腐植
質,殊 に腐 蝕酸が之に依 り抽出せられ分解が進む程アルカリ可溶部が大 とな る・化學分析の項
口中最 も分解度 を直接に表示する成分である,
 試験法は試料1-2瓦 を取 り1%の 苛性曹達50耗 を加へて,之 を煮沸 しつ5あ る湯煎鍋 中に
浸 し・逆流冷却器を附 して1時 間加熟す・但 し此揚合湯煎鍋の水位を一・定に保 つを適當 とする.
次 に豫め秤量 した3號 グ ラスフィルタ・・に濾別 し,熱 水にて 遊離苛性曹達のな くな るまで洗濫
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し訳 に3規 定酷酸液 にて中和 して遊離酸の無 き程度に熱水にて洗澹 し一夜乾燥秤量する・
  計 算 法
    轍 懸 テ紛 ・… 一風櫛 乾無 毫講 分・… 一絶榊
 6.ア ル コ・・ル ・ベ ンゼン(1:1)混 合 液可溶物 の定量     晧
 木材の揚合の本分析項は木材の揚合は樹脂及び油脂が主要部分であ るが,泥 炭の揚合 も此等
を含んでは居 るが深暦部の ものが,ア ルコール ・ベンゼン可溶性物が多 くなる鮎 より見 ると泥
炭化の結果生成 され る成分 も之に加はつて來 るものと見 られ る・一般に分解度 が高いものは此
抽出部が多 くなつて行 くが,分 解度に必す併行するとは限 らないか らアルカリ可溶部の様に分
解尺度 として使用する事は出來ぬ.
 試験法.試 料2-5瓦 を秤量 して之をソックスレー浸出器に装入し,豫め秤量 しナニソックスレー
受羅 を附 し,8時 間湯煎鍋叉は電氣恒温槽 中にて抽出す.抽 出残渣 は乾燥 し,受 器は溶剤 を蒸
艦後100-105。Cに 於て一夜乾燥後秤量 して抽出量を測定す.
  計 算 法
    製騨 ・… 一風勲 試鯉 器 ・… 一糸色乾物
 注意.11號12號13號14號 の試料は第4表 に示す如 く,脱 脂塵理せる ものを試料 とする・
故に原試料70-100瓦 をま采り,之 を大型 ソックスレー浸出器に装 入し,ソ ックスv一 受器を附
し前述の如 く数 口聞浸出す・完全に浸出せる後残渣を105度 にて乾燥 し廣 口堤 に貯へて置 く・
 7.粗 繊維素の定量
 著者等研究室に於ての最近の研究に依ればCross-Bevan氏 法(盤 素法)叉Jenkins氏 の次亜
盤素酸法及び本 多眞一君の漂白粉溶液法は,木材に謝 しては略 ヒー 致 した結果 を與へ る.粗 繊維
素に於て幾分異つた結果 を與 へる揚合に も共 α・繊維素を基礎 に考へれば満足す可 き程度の一
致 を見 る・故 に何れの方法を とつても差支ない.然 るにツンドラの揚合には三法 は一致 した結
果 を與へない.其理由は蕃かでないが とにか く一致 しない故盤素法を使用する事に定めて居 る・
 (6)の 際の残渣1-2瓦 をとり,豫 め秤量せ る」甘禍形グラスフィルター(ツ アイスのフィルクー
10G3)叉 は其該當物(國 産品3號)に 移 し温水にて洗際せ る後洗1條塚を通過せしめた盤素 を20
分間通 じ(流 速は洗際屡の泡数1分 間1 50-1 80と す)後 に熟水にて洗1條す.次 に冷温 な2%亜
硫酸溶液にτ洗澹 し遊離の盤素を除去 し,次でフィルターを取出 し試料 に3%亜 硫酸 ソ 一ーダ100
-120蛇 を加へ内容300蛇 の三角堤に移 し,15分 聞煮沸 し次で之をフィルタ・一中に移 し溢水に
て洗縢 し,再 び盤素庭理に移 す・第2回 以後の操作は前同檬 にするが臨素塵理時間は,第2回
15分,第3回15分,第4回10分 とす.斯 くして該操作を繰返す中,盤 化 リグニンの反慮を認
めない歌態(亜 硫酸 ソーダ溶液で塵理する際液が黄褐色にならす無色 となろ時)に 達 した時,猫
                  (96)
              樺太 ツン ドラ地帯調 査報告
一度亜硫酸 ソーダ庭理を行 ひ,グ ラスフィル タe-・で濾別,温水で洗源後0」%過 マンガン酸加里
溶液 にて漂白 し,稀 亜硫酸にて虞理 し温水にて充分洗灘 しナこ後100-105。Cに て乾燥後秤量す
る・ツ ン ドラの揚合 には,瞳 素化の回数を重ねるに從ひツン ドラが粘質性 となる傾向がある・
か、るツン ドラの粗繊維素の定量は乾燥すると非常に堅い角質物歌の ものにな り,後 から α一
繊維素の定量すろ揚合 に離解に困難 を感 じ且正確な結果 を得難 い.之 に封 しては最後の温水洗
際の後・少量のアル コールで洗ふ と角質化を防 ぎ良結果 を與へる.
  計 算 法
    粗雲辮 ・… 一風榊 、課讐 藩 ・… 繕 埣
 8.α 一粗繊維素 の定量
 (7)に 於て定量 しtこ粗繊維素を使用す.α一繊維素の定量,方 法は種 々の改良法 あるも當研究室
に於ては次法を用ふ・自Pち絶乾試料Iyiに 封 して25蛯 の17.5%苛 性曹達水溶液を添加 し(初め
1蛇 程 加へ硝子俸で よく捏合 し然 る後妓液を加へて更 によ く裡合する)10分 毎に撹拝 し乍 ら45
分間放置 し・濾別 し4%NaOH 40蛯 にて洗瀞 し,ア ノレカリの除去せ られる迄水洗する.遊 離
アルカリの痕跡識別の方法 としては,フ ィルター中の試料にフヱノ・・ルフタレンの1,2滴 を滴下
楡出す るを便 とする・後10%酷 酸60耗 にて酸性 となし,温 水にて酷酸を完全 に洗灘 し,… 夜
乾燥秤量する・但 ツン ドラの揚合は特に濾別困難なる故,適 宜遠心分離器を使用するも可であ
る・枠量後(2)に 記載の方法 に依 り其fX分 の定量を行 ひ無友 α一繊維素贋を求める.上記操作は
之を総 て室温で行ふ.
  計 算 法
    罐 欝 ・… 湘 雛 糊 す・・ヒ㈱ 率)
   漁 攣 蕎 ・1・一絶乾率
    砕難 素 ・… 一風韓
    議 撫 ・1・一・磯 繍 の友分(絶乾率)
    囎 讐 畜分 ・… 轍 磯 維素(絶乾率)
9.β 一織維素の定量
 定量法 は重量法 を探用す.(8)定 量の際の濾液及び最初の洗糠水をビーカーに集め,一 定量
に稀繹 し之に10%の 酷酸36蛇 を加へ(使用NaOH(175%)25琵に封 して洗際用酷酸 を加算
し96靖 とする)弱 酸性 となし,100。C(沸 騰 せしむ可か らC・)に温むれば母液 は透明 となb沈
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澱 を生ず,約1時 間放冷 して豫め秤量せる濾紙にて濾別 し,温 水にて6回 洗糠 し一夜乾燥秤量
す.
  計 算 法
    鑛 糠 ・… 湘 繊繍 鮒 ・上ヒ率
    讐 響 ・… 一風乾靴 離 糖 ・1・一繊 率
 10.γ一繊維素の定量
 計算法によ り求む るものな り.
    粗繊維素 一(α一繊維素+β 一繊維素)一 γ一繊維素
 上記 α,β,γ,繊維素 を個 々に研究する事 はツン ドラをパルプ原料等 に使用す る目的には必要
の分析項目であるが通常は略 して居 る・
 11.ペ ン ト～ザ ンの定量
 從來泥炭の成分のペン トーザ ン含有量に關する研究は行れて居 らぬ.著 者等 も最初はベン ト
ーザ ンの如 き成分は速 に分解せ られて最上暦 を除いては,饒 り含 まれて居 らぬ と豫想 しすこが,
多数分析 した結果は3米 の深暦 にも蝪合によれば10%内 外 を含む事 を知 り一驚 し7:次第であ
る・勿論後述す る様 に此定量法は盤酸分解の結果,生 成するフルフラ 一ールを定量するものであ
り,繊 維素 も酸化せ られて,酸 化せられすこ揚合には同檬の庭理 に依 リフルフラールを生成す る
か ら,此 分析に依b得t:ペ ンF一 ザ ン含有量は一一部 酸化繊維素 も併せて加算せ られて居 る事
となるが,一 方繊維素 も樺太ツン ドラの揚合には,深暦迄 も相當量残つて居 る事實 を考へれば,
ペントーザ ンも相當量分解せ られすに残つて居ると考へ る事は安當な事 と思ふ
 試藥の調製
  L比 重1・06の 賭酸液
  2.フ ロログルシン溶液
 比重1・06の 盤酸 を適當量取 りてカn熟し,之 にフロログルシン25瓦 を溶解 し上記肇酸 を加へ
て25立 とす る.然 る後着色曝に貯へ放置する事2週 聞濾過 し濾液を使用す・
 分析法は,脱 脂試料1-2瓦 を秤量して之を熟水で3時 聞浸 し,取 り出 して乾燥 せしめ,次 に
内容300蝿 のフラスコに入れ,之 に上記盤酸100蛇 を添加 して蒸溜する・而 して30蛇 を鯛出す
る侮 にフラスコには30蛯 の盤酸を活栓付漏斗を通 じて加へ,150。Cの 油液中にフラスコを入れ
蒸鯛を績 けて,鯉 出液600蛇 に至つて蒸榴を中止 し,之に前記 フロuグ ルシン盤酸溶液40蛇 を
注 ぎ,18時 聞放置する・生成せるフルフラールフロログルシッドを濾別,一 夜乾燥 しKr6ber
氏の表に依 り其含有量を算 出する.
  計 算 法
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    ペン舗 ザン ・… 一風草埣 壽 芦 霧 ・… 一繊 率
 12.マ ンナ ンの定量
 泥炭 中 にはマ ンナ ンは含有 せ られて居 る事 が稀で あ るか ら,此 分 析項 目は略 す るを常 とす・
 13.ガ ラク タンの定量 法
 泥炭 の揚合 に は主要 な成分 で無 いか ら略 して居 る.
 14リ グ ニンの定景
 植物 成分 としては樹脂 につ いで分解 し難 い成分は リグニ ンで あ る.而 も泥炭 化の際 の腐植 質
(Humus)の 母腿 が リグ ニンを主 とす るや,叉 は リグ ニ ン以 外の成分 を主 とす るや に關 しては,
未だ定説 が無 い状 態で,リ グ ニンは ツン ドラ研究 に於 ては,極 め て注 目す可 き域分で あ る・後
コ
述する様に,ツ ン ドラ中の リグニンの含有量は深騒に行 くに從 つて其含有量を増 すが,最 深暦
に近づ くに從つて減少する傾向がある・此關係は泥炭化の初期 に當つては,リ グニン以外の成  .
分の分解が先づ行はれ,叉 一面アルカリ可溶物(腐 植質を主 とす)の増加 を認める・而 して最深
暦部では此抵抗力の強いリグニン迄が分解せ らると認められる.故 に腐植物の内容ば リグ ニン
も母膿であ り,リ グニン以外の成分 よりも亦導かれると見 るのが適當 と思ふ・腐植質に關 して
は目下研究中であるか ら,リ グ ニンと腐植質 との關係は,共 結果を侯つて再論 したい と思 ふ・
 リグ ニンの定量法 は當研究室に於ては,Kδnig氏 の硫酸法 に則 りE. C. Sherrard(19)及 び
C.G. Peterson(20)の 研究 を考庫に入れ,次 の如き方法 を行つて居 る.
 試藥の調製・比重1.84の 純硫酸を稀繹 し行 き,室 温 に於 て72士2%(比 重1,640)と なした る
ものを使用す・
 試料は腕脂試料2瓦 を精密に秤量 し,之 を熟水にて3時 聞浸出 し,乾 燥せしめて後内容100
蛯の秤量管型の共栓屡に移 し,次に豫め氷室 中で冷却 した上記硫酸30靖 を取 り,前 記共栓屡を
氷水槽中に浸 しつs硫 酸 を加へて硝子Mで 控合 して充分浸漬す.止 ヒ際温度は7度 以下な るを要
す.48時 聞後内容物 を2立 の三角堤に移 し1200耗 となして,4時 聞逆流冷却器 を附 して金網
上で煮沸せる後一夜放置 し,サ イ フォンにて上澄液 を除去 し,次 に豫め秤量 して置いた4號 フィ
ルターに濾別 し,熟 水にて洗際 して酸根を検出し得ざるを度 とし一夜乾燥秤量す.
 次 に残渣 を分割 し,其 孚分 を取 り(2)の 方法で友分の定量をなす・残 り牛分は リグニン中の
CH30の 定量に使用するものであるが,ツ ン ドラの揚合は略するを常 とする.猴 ツン ドラの冷
水,熟 水可溶物 にはタンニン質を含有する故,タ ンニン含有樹皮の揚合の様 にアルコールベ ン
ゼン混合液 で脂脱する以前に95%の 酒精溶液で豫め抽出するが適當 と思は る5も,煩 雑なる
故,通 常此種の操作は略 しつ 、ある・
  計 算 法
    粗リグ薫 一紛 ・1・楓 韓
    粕羅 篶 詮 分 ・1・一絶韓
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 16.CH30基 の定量
 之 もツン ドラの揚合は饒 り重要でないので略 す.
 17.全 窒素及び粗蛋白質の定量
 全窒素はツン ドラ地帯を農耕に改良する場合は必要な分析項 目であ り,叉 泥炭 中の窒素の化
合状態等 を考 慮する爲めには必要な項目であ り,叉 ツン ドラを原料 とする骸炭の研究に も必要
な項目であるが,分 析の結果は其含有量 も少いので一般には分析 しない事に し「二.
 試藥.硫 酸加里300,硫 酸銅30,硫 酸水銀225の 割合に混合調製せ るものを分解剤 として常
法の如 く分析 し,粗 蛋白質は計算 して出す.
 18.全 ペクチンの定量
 當研究窒に於て農産物のペクチン等はペクチン石友瞳法 を使用 しつ 、あるが,ツ ン ドラの揚
合に も表層部には幾分含有せ られるとは思 はれるが,腐 蝕酸 との共存に於 て一暦分析法が困難
となるし叉ツン ドラの主要成分では無い故にツン ドラの分析項目より除外 して居 る.
  第10章 幌 内 川,多 來 加 湖澹岸 ツン ド ラ地帯 の豫 備 調査
 (1)概   論
 幌内川,多 來加湖滑岸 ツン ドラ地帯は前蓮の如 く廣表25萬 ヘクタールの本邦最大の泥炭地帯
である.此 地方は樺太東海岸 に在 り,亜 細亜大陸の大陸性氣候の影響は脊梁山脈の爲めに遮 ら
れて非常に綾和せ られ,西 海岸に比 して夏期の氣温が低 く,海 洋性氣候を有 して居 る爲め北緯
50度 以商に於 ても,ツ ンドラ地帯の獲達を見たのである・
 之 を大別すれば,第6章 で述べ7こ如 く,
  (1)幌 内川.多 蘭川下流,沖 積麿ツン ドラ地帯
  (2)幌 内川。振戸川中流及び上流地方,洪 積層ツン ドラ地帯
  (3)散 江郡第3紀 贋ツンドラ地帯
であ り,猫 科學的に云へば,幌 内川,多 蘭川の河 口に近い所 に,
  (4)沖 積暦低位泥炭地帯
が幾分の獲達を見せて居 る.
 (2)幌 内ツン ドラ地帯 の褒達史の考察
 幌内地方のツン ドラの獲達 史は之を論断すべ き材料が整はす,確 言する事は出來ないが,今
日迄調査をした材料 を基礎 として考察を下 して見やうと思ふ・
 樺太東海岸を通覧 して中知床牛島,愛 郎崎 と,北 知床脊梁山脈 と平行 して一つの山脈が南北
に縦走 して居て,之 が陥渡 した事は樺太の地質を見れば明かな事である・其際に同時に多数の
湖水が出來た とは断言 を揮 るが,遠 淵湖,和 愛湖,富 内湖が南部地方 にあ り.北 部 に多來加湖
がある事は注 目す可き事である・其多來加湖 に振戸川,留 久玉川,毛 費川が注入し,叉 幌内川
が注入して居た ものでは無いか と思ふ そして幌内川は源 も遠 く流域が大であ る爲 二L砂の流
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入量多 く,幌 内川の沖積層ツン ドラ地帯 を形成せるのに非 るや と思惟せ らる・
 幌内川は現在に於 ては下流 に於て本流 と多蘭川の二川に分 れ居 るも,多 閑川滑岸の殊 に東岸
はエゾマツ,ト ドマツ,グ ィマツの喬木林地幣を有 する事は,幌 内川の中流地帯に酉告似す る黙
叉多蘭川の多來加湖に最 も近接 する轡曲黒占は所謂船越(フ ナゴエ)と構せ らる、地貼にて之 と多
來加湖聞の地帯を踏査せる結果は,其 ツン ドラ層は深か らす して往古の川床たるを思は しむる
ものあ り,而 も或時期 に於て幌内川は現在の網揚上流 の地製iに於 て,洪 水に際 して温流 してltli
積層ツン ドラ地帯を貫流する現在の本流を形成し7:る ものに非 るか,共 後になbて 多蘭川は本
流の分枝により水勢衰へて現歌の如 く多來加湖流入を中止せ るもの と推論 せらる.而 して沖積
贋ツン ドラ地帯 は現地の如 き褒達 を逮げしもの と思は る・而 も幌内地方の夏期の低温 と過漁 と
は高位泥炭形成の主力た るミヅゴク其の他の植物の繁茂を來た し,猫 叉山火,野 火によ り森林
地帯はツン'ドラ地帯に侵蝕せられ,第3紀 暦上に迄 ツン ドラ地帯の獲展を見 るに及べ るに非る
か.斯 く考察 すれば天然歌態に放置する時は,現 在ツン ドラ地帯に存 する多数の湖水池等 も年
年ツン ドラ地帯 に化 し,叉 丘陵地帯の森林 も漸次森林 ツン ドラを先騙 とする.ツ ン ドラ地帯に
化 して行 くものに非 るや と推論せらる.
 (3)幌 内川,多 蘭川下流沖積暦ツン ドラ地帯  ば雫坦 なる地方で,幌 内川に於ては敷香川,
ジムタケ川,初 問川,諸 川の合流地附近,猫 叉幌内川,多 蘭川に挾 まれた三角洲(之 を多蘭島
と呼ぶ事 にする)の 地方である・累積 したツンドラを見ると大罷 に於て干潮面附近 より浦潮面
位迄は埴土暦があ り,ツ ン ドラは其上に爽達 てし行つた ものであ り,ツ ン ドラの下暦部は分解
が進んで,明 かには分明せぬが,落 葉松の径10-30糎 の直径の根幹 を所々に見 られるが,盧 の
根は認められす,北 海道邊の低位泥炭地に見 る様なアシ泥炭は絵 り獲達せす,ス ゲ泥炭 より高位
泥炭に移行 した もの と見 る事が出來 る・此鮎が樺太ツン ドラの一一・つの特長 である.暦 厚は河 口
に近い地方は飴 り厚 くな く海岸 に近い所では砂土の上 に薇達 し,1米 内外の厚 さに過 ざぬ所が
多い.敷 香川流域に於て見 ると,河岸には春水の高水時に土砂 を流 し込んで累積 し,之の岸にエ
ゾマツ,ト ゾマツ と落葉松を混 じ,河 岸 より内陸 に入 ると低下 して小灌木地を過 ぎ,早 坦な無
樹地帯に入 り,内 陸に入 るに從つて暦厚を増 し,通 常池塘,湖 水附近が最 も暦厚が厚 くな り,
3-4米 に及ぶのである.其 の獲達の順序を考察すれば最初は水面叉は僅かに水面以下の土地で
あ り其土地に先づスゲ類の如 き沙草科植物が繁茂 し,其 時代には落葉松 も直接土壌 より養分を
吸牧 する事が出來たが,水 面附近よ リミヅゴケの爽達が盛んにな り,更に水面上に出で 、後は ミ
ヅゴケ始め高位泥炭地植物が護達盛ん となり,落 葉松の根 は室氣の供給が不足 とな り,途 に枯
死 しナニものであ る.其 後にな り高位泥炭地に焚芽した落葉松(グ イマツ)は 養分の鋏乏 より極め
て成長悪 くな り,ミ ヅゴケの累暦は其保水力の張大 と熟傳導率の低 い爲めに日照温熱の透入因
難 とな り,八月上旬に至 るも猫地下40糎 の所 に凍結贋を有 すると云 ふ歌態 と相侯つて深居 に根
を下 ろす事が不可能 とな り,ッ ン ドラ暦特異の媛性のグイマツが散生する献態 とな り,之 が逮
                   (101 )
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          第5表a幌 内 川 下 流 ッ ン ド ラ 地 帯
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に枯死 して ミヅゴケ,ス ゲ類を主 とする無樹木のツン ドラ地帯 を示すに至る.
 今,次 に幌内川下流ツン ドラ地帯並 に多蘭島ツン ドラ地帯に付いて上述の調査方法並 に化學
分析方法に依つて得 ナこ結果 を示す.(表 中採取番號並に探取地は前掲第1圖 参照)
                    第5表 b
               
           第6表a多 蘭 島 ツ ン ド ラ 地 帯
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         第6表a 多 薗 島 ツ ン ド ラ 地 帯(績)


















 上表 を通覧するに,ツ ン ドラ地帯の温度は,外氣温11。C～21。Cの 夏季 に於て層位5～10糎 下
に於ては大略2。C～12。C(但 し多薗島船越附近はこれよりも5。C以 上高 い)を示 し,夏 に暦位
が深 くなるにつれて次第に地温が低下 し途 に凍結層に達する.こ の地表 よ り凍結暦 までの距離
は其地方の地勢によつて各ヒ異なるが幌内川下流ツンドラ地帯 にあつては大略425糎(最 高50
糎,最 低36糎)あ り,.多蘭 島ツン ドラ地帯に於ては357糎(最 高45糎,最 低24糎)で ある,叉
凍結暦の厚は各ヒ平均532糎(前 者)467糎(後 者)で ある.撮 此等の實測 した数値は季節 によつ
て異な ることは勿論であ るが,植 物繁茂の最 も旺盛な夏季に於 て上記の如 き凍結層の存在する
                   (104)
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ことはツン ドラの生成,並 に利用〔耕地 として,叉 は工業原料 として)を考察するに際 して大切
なる事項である・更に層位が深 くなると凍結贋は清失 し,地温次第に上昇 し300～460糎 に於 て
約2。C～3。Cと な る.
 ツン ドラ暦厚は地帯によつて異なつて居 るが,幌 内川ツン ドラ地帯では平均342糎(最 高366
糎 最低310糎),多 蘭島ツン ドラ地帯では雫均324・16糎(最 高460糧 最低133糎)で ある・暦
厚の確實なる数 値はツン ドラの埋藏量を知 る上に甚だ必要である・省埋藏 されて居 るツン ドラ
の分解度は大膿暦位 と共に増加 して居 るが其差案外少 な く,多 蘭島ツン ドラのNo・14, No」5,
の如 く却つて分解度の減少 して居 るところもある.
 化學成分は未だ全供試品 を分析 して居ないので確かなことはわか らないが此の爾地方の ツン
ドラは熱水可溶物,1%苛 性 ソーダ可溶物等は地層の深 さと共に多 くなるものS様 であ る・帥
ちこのことは暦位 と共 に分解の進む ことを示 して居 る・友分の含有量は幌内川ツン ドラは(李
均39%)多 蘭 島ツン ドラ(雫均48%)よ りも僅少なるもの 、如 し・含有粗繊維 は地帯 に依つて
各ミ異なるが幌内川下流 ツン ドラ地帯に於ては雫均34.16%多 蘭島ツン ドラ地帯 に於ては雫均
20・30%の 値 を得tこ・ これ等の数値は暦位の深 くなると共 に幾分減少する傾向がある,爾 ツン ド
ラ巾の繊維素の定量に付いては上記 化學分析の項に於て既に記載 した様に木材分析の揚合の如
く一一致 した る数値を得 ることが出來す,探 用方法に依つて異なる結果を與へ るものである・從
つて上記の数値は絶野的 に正確なるもの とは認め難 いが大略を推察するには十分である.此 の
定 琴法 については將來大いに研究する必要がある・
 (4)幌 内川,振 戸川中流及び上流洪積層ツン ドラ地帯
 幌内川で云へば多蘭川合流貼 より北部の地方(巨llち幌内川 中流地方)振 戸川及び其の支流の流
域地方より毛費川の流域の地方に互 る地帯であ り,何 れ も此等諸川の水平面 より上の所へ機達
しナニものである.其 獲逮 は試錐の結果か ら見れば,深 暦に於て もアシの如 き低位泥炭地植物 を
有する事少 く,深 層部にグイマツの根株 を見 る事 も(3)と 類似 して居 るが,地 勢 に綾かな起伏
あ り,叉 山地に近 く可溶性無機成分流入の機 愈もあ り,土 地の傾斜により地下水の移動が相當
に行はれ,從 つて酸素の供給 も幾分あ り,ヒ メカンバ,ホ ロムイツッジ,ホ ソバイソッッジ等
の小灌木類の繁茂を見 るので,所 謂森林ツン ドラの特性を持つて居 るのである・此等の地方 に
於て も分水嶺鞍部の雫坦地には部分的には,(3)の 揚合の様な無樹地帯 を見 るが,一一re的特性
として綾性のグ イマツ及び小灌木 を有する.
 次に振戸川,留 久玉川流域ツン ドラ地帯の調査結某 を第7表 に示す.(次 貝参照)
此の地帯のツン ドラの深 さは亭均約303.8糎(最 高494糎,最 低115糎)で,凍 結暦の厚 は早
均約45,2糎 である.第5,6表 と同様に凍結暦下の地盗は厚位 と共 に上昇 し。PHは 雫均3.7に
して前表 と大略同様である.ツ ンドラがか く強酸性を呈することは吾々の豫想せざるところで
あつて・ツン ドラが比較的分解 し難いことは軍に樺太の氣候的要素の外に此の因子を も見逃す
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                  第7表a 振  戸  川,.留  久  玉
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  川 流 域 ツ ン ド ラ 地 帯
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                  第7表b
ことは出來ない・從つてツン ドラ地帯を耕地に改良する揚合は此の酸性を中和する必要があ り,
叉工業用原料 として用ひる揚合は機械,器 具の酸 による腐蝕及び加用藥品に樹する反磨並に沈
降等を考慮する必要がある.化 學成分については供試品不足の爲め確實なる断定を下すことは
出來ないが,採 取番號25,及 び5の 供試品は熟水可溶物,1%苛 性曹達可溶物が居位の増加 と共
に増加 し,粗 繊維素含有量が減少する黙よ り考察すれば深層になる程分解が進んで居 ることが
わか る・之に反して振戸川ツン ドラ地帯探取地31は 層位 と共 に蝕 り分解 して居 らざることは1
%苛 性ソーダ可溶物から推察 され得 る・次分含有量は幌内川滑岸ツンドラよりも一般 に少な く
且地暦の深 さと共に漸次減少す.但 し探取番號26は ツンドラ探取に際 し心土 を混入し7こるが爲
め14・72%の 多量の友分含有量を有す.依 つてツン ドラ本來の友分 と見なすことが出來ない.粗
繊維素の含有量は第5表,第6表 と同様に層位が深 くなると共に次第に減少する傾向がある・
含有量は振戸川滑岸ツン ドラ地帯に於ては雫均34.39 %,留 久玉川滑岸ツン ドラ地帯に於ては
手均44.87%の 藪値 を得た.
 (5)散 江郡第3紀 居ツン ドラ地帯
 捨費川より東部の第3紀 暦丘陵の.上に獲達 したツン ドラ地帯であ り,之 も谷間に面 した地F
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水の動 きあ り,叉 無機成分流入の土地には前項の小灌木ツンドラ地帯を見るが,鞍 部の平坦地
に於ては,無 機成分の供給の極めて悪い所謂,養 分鋏乏(Oligotrophic)の 歌態にあ り,再 びグ
ィマッ等 を有せ ざる無樹木のツン ドラ地帯を有するに至る.此 揚合に もミヅゴケが主艦でスゲ
類 も散生するがヒメツルコケモモ,ガ ンカウランの如 き繊細な植物 を有 する無樹地常 となる・
 猫此散江郡の第3紀 暦自身の地暦中に泥炭化の極めて進んだ,乾 燥すれば粉末 となる泥炭暦
がある・之は恐 らく湖底か海底に沈積 して出來た泥炭層であらうと思はれる・
 (6)沖 積暦低位泥炭地帯
 之は地積的には大面積を占めて居 らぬが科學的 には樺太ツン ドラを考へる揚合に興味の深い
ものである.幌 内川,多 蘭川の下流地方の沖洲や古河 に潟水期には辛 じて水面上 となるが叉常
に水面下にある部分で植物の養分の供給は充分(eutrophic)で あ り,叉 流水あ り酸素の供給 も
充分 である揚所に現に護達 しつ ＼ある・低位泥炭地である.之 は北海道叉は東北地方で》もあ
れば當然アシの旺盛 な繁茂 を見 る筈である條件にあるが,幌内地方では部分的に アシも見 るが'
トクサ,ミ ヅ トクサを生 じ叉スゲ類の如 き沙草科植物の群落を見 るのである,此 様な歌態 よi〕
考へると幌内のツン ドラ地帯の深暦部がアシを絵 り認め得ぬ事 も理解出來 ると思 ふ・叉其低位
泥炭の獲達はアシの揚合の如 く獲逮 は速かでな く,樺 太では高位泥炭の褒達の著 しいと云 ふ特
長 も認める事が出來 る.
  as 11章 調査 結 果 に封 す る考 察
 上選の調査結査について樺太の幌内川,多 來加湖滑岸地方の25萬 ヘクタールに及ぷツン ドラ
地帯 を考察 して主要な貼を摘記すると,
 L此 のツン ドラ地帯は西伯利亜の極地ツン ドラ地帯 とは梢t異 つた種類の ものであるが,其
實鎧は比較的低緯度(北緯50度 以南)な るに關はらす,極地ツン ドラ地帯 に酷似 した部分 と森林
ツン ドラ地帯に屡する部分 とあ り,之 を所謂,樺 太ツンドラ地帯 と構する事は實質的に云 つて
も差支ない.
 2・廣表25萬 ヘクタールで本資料の試錐地貼の層厚の早均は314,54糎 である.故 に其蓄積景
は1ヘ クタ 一一ル當乾燥泥炭3145殖(但 し,天 然歌態の泥炭含水量90%と 假定 し,且其比重 を1
と假定す)で あるか ら25萬 ヘクタ・一一ルでは,蓄 積量(埋藏量)は約7億9千 萬殖 となる・叉此の
1/3を 人準板原料 として使用するとすれば1ヘ クタール宛1萬 飴石 とな り総計25億 石の人造板
を製造 し得 ると云ふ計算 になる・
 3.幌 内川のツン ドラ地帯は其各届位 の分解度,化 學的成分よ り見て比較的其分解度が進んで
居 らす且一様であるから工業原料 としては有利であると思ふ,
 4分 解度は肉眼的検査の外アルカリ可溶部 を定量すると比較的簡軍に決定する事が出來 る.
 5以 上の調査 に依 り幌内川ツンドラは大なる天然資源であると結論することが出來る.
                   (1qg)
               樺 太 ツ ソ ド ラ 地 帯 調 査 報 告
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